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圃
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
旧
国
鉄
瀬
棚
線
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
、
旧

国
鉄
跡
地
周
辺
町
盤
備
・
活
用
が
町
民
の
方
等
か
ら
待
望
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
そ
の
基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
.

本
年
度
は
、
旧
国
鉄
瀬
棚
線
に
よ
り
分
離
さ
れ
て
い
た
南
北
市
街
地
を
利

別
通
り
綿
を
通
し
、

一
体
化
さ
せ
る
事
草
と
農
産
物
的
搬
出
な
ど
多
目
的
に

世
用
さ
れ
る
ふ
れ
あ
い
道
路
か
ら
着
工
さ
れ
、
平
成
四
年
度
円
完
成
に
向
け

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
.

今
月
号
で
は
、
こ
の
工
事
的
概
要
と
こ
れ
に
付
随
す
る
式
年
以
降
の
監
備

計
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
.

整

備

計

画

の

方

針

く
り
を
進
的
、
人
間
性
を
取
り
戻
そ

‘っ
と
す
る
前
回
に
す
る
。

ま
た
、
計
画
地
内
に
歩
行
者
専
用

道
路
及
び
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ド
を

蛙
側
し
、
本
町
市
街
地
内
向
後
志
利

別
川
河
川
林
地
及
び
今
金
総
A
H
公
闘

を
紡
ぷ
サ
イ
テ
リ
ン
グ
ロ

l
ド
の

旧
国
鉄
駅
前
は
今
金
市
街
地
町

中
心
部
に
位
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
.

今
金
町
を
代
表
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
施
設
を
配
出
し
、
町
民
の
日
情
的

な
う
る
お
い
の
場
、
恕
い
の
場
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
野
外
ス
テ

ー
ジ
を
中
心
と
し
た

「音
楽
と
踊
り

の
広
場
」
や

「
郷
土
の
然
り
」
「
吉

祭
」
等
の
各
郁
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
、

更
に
今
金
町
内

y
ン
ポ
ル
と
し
て
町

花
で
あ
る
チ
ュ

l
リ
y
プ
を
数
多
く

の
花
位
で
飾
り
、
そ
の
中
央
に
チ
ュ

リ
y
プ
に
因
ん
だ
日
本
一
の
風
車

に
よ
る
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
を
設
け
て
‘

生
活
に
結
び
つ
い
た
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
周
辺
地
域
へ
広
く
ア
ピ

ル
す
る
よ
う
な
計
画
と
す
る
@
旧
駅

前
広
場
を
交
通
広
場
と
し
て
パ
ス
待

合
所
に
隣
接
し
て
配
置
し
、
関
連
す

る
道
路
な
ど
の
交
通
機
関
内
務
備
を

始
的
、
都
市
機
能
の
す
べ
て
を
再
開

発
し
て
、
効
川
市
的
に
活
気
あ
る
街
づ

サイクリングロ ド

~ 

お
画
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Z
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圃

画
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司
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歩行者専用道路
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風車及びチューリップ花壇広場

回
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司

mz
 -

• 

レストコーナー

旧国鉄跡地利用基本計画図

チューリップ花壇広喝
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ネ

y
ト
ワ

1
7を
形
成
、
将
来
的
に

は
、
旧
国
鉄
瀬
棚
仙
聞
を
利
用
し
た
太

平
洋
、
日
本
海
縦
断
大
胤
棋
自
転
車

道

(仮
称
)
と
し
て
の
広
域
的
な
レ

ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
動
線
と
し
て
も
活

用
さ
せ
る
。

本
年
度
工
事
の
概
要

利
別
通
り
改
良
舗
装
工
事

旧
国
鉄
瀬
棚
糾
に
よ
り
分
離
さ
れ

て
い
た
南
北
市
街
地
を
結
ぶ
。

施
工
延
長
1
2
3
U
、
町
民
1

8

U
、
交
通
広
場
、
而
相
2
.
0
0
0

平
方
H

刷
、
工
期
十

一
月
二
十
八
日

ま
で
、
工
事
費
六
、
三
五
五
方
向

ふ
れ
あ
い
通
り
似
特
改

一
節
工
亦

県
産
物
の
縄
出
な
ど
多
目
的
道
路

• • 
」

tはまなす国f本1

北
町
大
地
の
胤
と
な

れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
、
は
ま

な
す
完
全
国
体
的
締
め
く
く
り
と
な

る
〆

l
ン
の
秋
季
大
会
的
開
会
式
に

全
道
か
ら
集
め
と
も
さ
れ
る
き
ょ
火

の
う
ち
、
絵
山
管
内
向

「
北
海
泊
夜

明
け
の
火
」
が
九
月
七
日
上
ノ
国
町

八
蛾
神
社
で
採
火
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
火
と
大
会
旗
が
リ
レ
さ
れ
、

~姐

「君
よ
今
、

と
し
て
、
倉
山
府
町
南
側
め
町
道

東
線
か
ら
町
道
日
の
出
線
ま
で
を

結
ぶ
。

施
行
延
長
3
7
0
U
、
何
ロ
H
4
HM

工
期
十
月
三
十
一
日
ま
で

工
事
費
二
、

一
六
三
万
円

〕2
 

〔

次
年
度
以
降
に

計
画
さ
れ
て
い
る
事
業

-
風
車
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
!
と
し

て
の
用
途
に
加
え
、
展
望
室
、
物

産
鋭
、
庖
舗
を
設
け
る
。

・
チ

ュ

リ
y
プ
花
壇
広
場
町
花

町
チ
ュ

l
リ
y
プ
を
数
多
く
組
え

込
み
、
胤
単
と
広
帆
帽
を

一
体
と
し

た
ン
ン
ポ
ル
施
設
と
す
る
。

芝
生
広
場
日
常
的
な
屋
外
レ
ク

リ
ェ

l
y
ヲ

工事中の利別通り 線

ン
か
ら
行
事

同
開
催
等
、

多
目
的
に
活

用
さ
れ
る
。

そ
の
他
自
転

車
サ

l
キ
ン

ト
コ

l
ス、

歩
行
者
専
用

道
路
及
び
サ

イ
ク
リ

ン
グ

ロ
l
ド
が
計

画
さ
れ
て
い

る
。

八
目
、
北
桧
山
町
丹
羽
で
同
町
原
聞

助
役
か
ら
村
本
町
長
に
引
継
が
れ
ま

し
た
。

今
金
町
で
は
、
役
場
前
で
大
会
関

係
者
や
大
勢
町
町
民
的
方
が
見
守
る

中
、
到
苅
式
と
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
今
中
吹
奏
楽
部

に
よ
る
国
体
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「北

か
ら
し
が
泌
奏
さ
れ
大
会
気
分
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
金
町
の
き
ょ
火
リ
レ

1
は
、
リ

レ
l
四
区
間

(率

一
区
間
)
に
分
け

ら
れ
、
小
学
生
幻
名
中
学
生
M
名、

高
校
生
5
名、

一
般
7
名
引
川
崎
名
の

リ
レ

l
隊
に
よ
る
力
強
い
き
ょ
火
リ

レ
ー
が
、
沿
道
の
大
同
級
を
受
け
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
今
金
町
か
ら
車
で
大

成
町
に
大
会
腕
と
き
ょ
火
が
同
時
に

引
継
が
れ
、
き
ょ
火
リ
レ

l
は
担
事

終
わ
り
ま
し
た
。

沿道の大声揖を畳けτ大会旗ときょ火のりレー
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金

属鈴しょの選別
と貯蔵脇屋建完成

農 協

今

今
金
股
協
の
昭
和
六
十
三
年
度
炭

山
村
地
械
活
性
化
対
筑
紫
色
特
別
対

策
事
業
と
し
て
昨
年
度
活
工
さ
れ
た
、

川
町
鈴
し
ょ
の
附
蔵
施
設
と
選
別
地
殻

(
総
卒
業
費
五
億
六
千
三
百
七
十
万

円
)
が
こ
の
ほ
ど
完
成
.
九
月

一
日

に
関
係
者
多
数
が
出
席
し
、
忍
び
の

中
、
竣
工
式
と
枕
川
H
会
が
同
施
設
と

町
民
セ
ン
タ
ー
で
各
々
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

貯
蔵
施
政
は
、
処
築
而
約
1
6
8

5
平
方
灯
で
附
蔵
能
力
2
8
8
4
J

あ
り
.
山
川
出
度
が
自
動
管
理
さ
れ
、

容
易
に
越
年
、
発
芽
を
抑
え
る
な
ど

品
質
が
雌
保
さ
れ
ま
す
。

選
別
施
設
は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

式
、
形
状
選
別
施
設

(傾
動
式
自
動

秤
量
山
市
付
)
で
処
理
能
力
時
間
当
り

m
J
、

一
日
当
り
切
J
と
な
り
、
従

来
よ
り

一
日
当
り
羽
J
多
く
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
業
は
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
来
せ
ら
れ
流
れ
作

業
で
行
わ
れ
、
従
米
向
感
n
M
選
別
か

ら
形
状
選
別
に
変
わ
り
、
大
き
さ
に

川
年
に
続
き
、
約
二
回
目
的
自
己
的
記

寸
」

録
に
挑
戦
す
る
陸
上
競
技
大
会
い
か
八
月
二

一
玲

十
七
日
、
今
金
中
グ
ラ
ン
ド

体

育

館

で

一
階

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-

品
ゃ
れ

-
勺」

こ
の
日
は
、
絶
好
の

ス
ポ

l
y
日
制
に

ケ

録

恵
ま
れ
、

小
学
生
ー
か
ら
一
般
ま
で
男
女
一
ニ

一

一

百

j
ぷ

投

げ

る

す

腕

「一一ことし 一一ー一一
」一一自己一一一一

よ ス ベ.n 
いピ 三 た
河|十引
をド if つ

i抗 tlt号I~民
し Ifきる
てに ) 競

お各野技
り 々球 や
ま挑町 (
し戦ベト
たを l ラ
。 しス y

ー ク
心周タ
地走イ

T王
と

こ
と
し
か
ら
新
し
く
と
り
入
れ
ら

昨
年
に
比
べ
参
加
者
数
は
、
ス
ポ
ツ

少
年
団
ご
と
に
申
し
込
む
な
ど
約
三
倍
あ

り
、
各
々
参
加
記
録
証
に
自
分
的
記
録
を

記
入
し
て
満
足
そ
う
で
し
た
。

いつまでも窃元気で，
9月15日の「敬老町日」にちなみ、 9月13日 村本町長

を始的、助役らが80歳以上のお年寄 リの貯たちに、自宅
や施設を訪れ、 「いつまでも長生き Lて下さい」と長寿祝

企がl自られました。
また、 88成(米脊)を迎え句れた方には、北海道知事か

らお4見向記念品が目目られま Lた。

よ
っ
て
3
L
.
2
L
、L
、特
M
、
M
、
5

の
六
つ
め
ラ
ン
ク
に
向
動
選
別
さ
れ

て
m

J
と
m

J
詰
め
円
相
に
こ
ん
包
、

結
束
さ
れ
て
い
く
。
今
回
導
入
さ
れ

た
機
械
は
、
流
れ
作
業
の
落
差
が
最

小
限
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
い
も
同

志
向
打
傷
、
皮
む
け
な
ど
が
な
く
、

高
い
品
質
が
峨
保
さ
れ
る
。

ま
た
、
数
箇
所
で
収
じ
ん
機
が
作

動
し
て
い
る
た
め
、
安
全
衛
生
的

に
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
服
さ
れ

て
い
ま
す
。

選
別
作
業
は
、
九
月
町
初
め
か
ら

十
二
月
末
ま
で
と
年
明
け
て
一
月
十

日
頃
か
ら
三
月
末
ま
で
行
わ
れ
、
週

三
目
、
一
日
当
り
約
1

1
0
J
の
よ
寸

金
到
し
ゃ
く
」
が
関
東
を
中
心
に
、

名
古
屋
、
大
阪
な
ど
大
消
費
地
に
ト

ラ
ッ
ク
便
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
こ
の
砲
訟
は
、
労
務
者
円

高
齢
化
や
確
保
町
而
か
ら
も
、
ま
た
、

商
品
質
的
問
鈴
し
ょ
を
安
定
供
給
の

而
か
ら
も
、
農
家
内
経
済
に
大
き
く

好
与
さ
れ
る
と
則
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

一一ーー慢勢ぞろいー「
一一一一B&Wショウ」

1I巴今 る九 fiii
Ti金瀬中月の絵
ぷ flZ側、|第山
リ協 l品開八 l北
体三協 1m日四古1¥
位十卜さ、回ブ
‘1i Y!iれ今桧ラ

{本町:j-':ま金山 y

!1寺町 L 家北 7
な 乳 i五 た 首 都 &
ど用 。111プホ

f品
を牛 L t品ラワ

航の di に Y イ
山、 おクト

作隙北 い & シ
つ カ f会 て ホ ョ
て あ 山 大ワウ
おり町 勢イjA
り 、ん4 町ト引

ま日 I品 人シ丞
L ご 卜 カぜ ヲ u
た ろ 八 凡ゥ至
。の Y!i 苛が 主

• (e 

「容姿自
」ー第14回
作(ヤ i.V-~ ~ 
d 神ル最本
) 丘フ商品

ユ {立士
|ス夫
リペ ぷ
|ン )

伊
藤
幸

タイヤを引っぱり力走する挑聴者

慣綱liIi

大間|正

山口県のユーモア島ふれる自己紹介

( 4 ) 

全国農喜善青隼と

愛読請を深め合う

第

一
回
全
国
農
業
官
年
交
換
大
会

的
メ
ン
バ
ー
十
六
名
(
香
川
県
八
名
、

剛
山
川
町
八
名
)が
八
月
二
十
三
日
、
今

金
町
を
訪
れ
、
英
利
河
温
泉
と
各
農

家
に
分
放
し
て
各
々

一
泊
、
当
町
内

レ

農
業
青
年
等
と
農
業
技
術
的
交
換
や

コ

交
流
と
友
情
を
涼
め
合

っ
て
い
ま
し

到

た
@

題

初
日
の
交
換
会
は
、
総
合
体
育
館

話

的
半
聞
で
行
わ
れ
、
肉
、
魚
、
野
菜

専
を
炭
火
で
野
趣
い

っ
ぱ
い
に
焼
き
、

青
鼓
を
打

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
自
己
紹
介
と

続
営
内
谷
円
相
介
な
ど
が
行
わ
れ
、

名
部
門
的
般
市
位
、
抽
中
最
古
川
位
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

。
未
経
産
牛

枇
高
位
ア
プ

l
ミ
ュ

l
チ
ュ
ア
ル
マ
リ
ナ
エ

l
ス

(鈴

州
家
正
人
ぷ
)
泊
中
最
高
位
卜
y

l珂

• • 

清
措
棚
田
本
一

剥
別
川
の
清
掃
区
野
を
措
測
す

す
。
こ
の
日
は
、
途
中
、
少
量
の
雨
に

降
ら
れ
ま
し
た
が
ま
ず
ま
ず
の
天
気

に
恵
ま
れ
、
五

・
六
人
ず
つ
の
班
に

分
か
れ
、
上
流
は
住
吉
町
え
ん
弛
か

ら
今
金
総
下
流
ま
で
の
約
八
J
を
午

前
寸
時
か
ら
二
時
聞
か
け
て
行
わ
れ

用
意
さ
れ
た
特
大
の
ゴ
ミ
袋
五
十
佃

位
、
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
.
ゴ

利
別
川
市
流
保
護
の
会
の
呼

び
か
け
に
よ
る
河
川
治
い
聞
が
、

九
月
十
五
日
に
位
川
ス

ポ

ツ

少
年
団
を
始
め
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
今
金
観
光
協
会
な
ど

か
り
合
わ
せ
て
六

4
数
名
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
利
別
川
が
二
年
連
続

消
流
日
本

一
に
な
り
.

し
い
川
を
紺
持
し
、

こ
の
英

美
化
し
て

今
金
町
の
イ
メ
ー
ジ

7
y
プ
を

図
ろ
う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で

ロ

同三 |研 躍 り

同五|丸山

岡山|宮 崎

同二 |山

同五|村上官

ミ
拾
い
と
は
別
に
瞥
発
用
の
立
石
板

が
四
箇
所
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
最
後
に
他
民
グ
ラ

ン

キ

'fJ牛乱H'yク巴

同六 |村上

話題アレコレ

同六 II里

ま
た
、
個
人
的
に
も
お
楢
を
酌
み
交

し
主
が
ら
、
良
識
の
税
状
や
悩
み
、

グ
ル
ー
プ
の
活
動
例
な
ど
に
話
し
が

は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
郷
土
芸
能
的
狩
場
太
徴

的
力
強
い
出
奏
が
あ
り
、
参
加
者
は

そ
の
勇
壮
さ
と
パ
チ
さ
ば
き
に
感
腕

し
て
い
ま
し
た
。

翌
日
は
雨
上
が
り
の
た
め
農
作

業
体
験
が
で
き
ず
、
そ
の
ほ
か
予
定

さ
れ
て
い
た
ピ
リ
カ
ダ
ム
、
船
内世
農

場
や
肉
牛
市
町
合
、
馬
鈴
し
ょ
施
設
等

の
見
学
や
道
産
米
試
食
会
な
ど
、
ハ

ー
ド
な
日
程
を
こ
な
し
、
地
元
農
業

背
年
と
の
交
流
を
探
的
、

二
十
五
日

帰
郷
し
ま
し
た
。

プ
ス
タ

l
エ
ク
セ
レ
ス
フ
ジ
)
北
絵

山
町

中

本

町

士
夫
♂
)

。
経
産
牛
最
高
位
プ
リ
ン
セ
ス
フ

ュ
l
リ
1
ハ
ソ
ピ
!
(北
桧
山
町

ド
に
集
合
し
き
れ

い
に
な

っ
た
川

を
眺
め
て
か
ら
全
只
で
記
念
写
真
を

搬
り
制
足
そ
う
で
し
た
。

川の清掃を終え、二 yコリ 記念写真

第
2
回
牛
乳
パ

Y
7
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
(
北
海
道
乳
業
主
催
)
で
今
金

中
二
年
の
丸
山
口
丹
祐
君
(美
利
河
)外

一
一名
が
優
秀
日
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
道
南
地
区
の
小
‘
中
学
校

二
十
六
校
か
ら
百
四
十
五
占
的
応
募

が
あ
り
、
そ
町
中
か
句
選
ば
れ
た
も

の
で
す
。

丸山昇祐 〈ん

作
品
は
、
七
月

一
日
か
ら
ニ
ヶ
月

ず
つ
道
南
地
区
の
約
三
分
の
こ
の
小、

中
学
校
給
食
で
、
牛
乳
パ

Y
7
と
な

っ
て
登
場
し
ま
す
。
丸
山
君
の
作
品

は
十
一

・
十
二
月
の
二
ヶ
月
間
、
毎

日
給
食
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
a

今
金
中
の
生
徒
は
も
と
よ
り
学

校
関
係
者
は
、
ヰ
乳
パ

Y
7
に
主
る

日
を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

〕5
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3人 2脚

息がピ γタリ、力強い力走でLた。

一一

第35回

カメラ

スケ yチ

ニ由競技はずいぶんコケていま Lた。

戸

よろめきリレー

家
族
く
Z
E
み
の

一
十
四
チ
ー
ム
各
競
技
写
凶開戦川口一

運
動
会
日
和
に
忠
ま
れ
た
八
月
二
十
目
、
町
体
育
協
会

・
町
内
部
落
連
合

会
共
催
の
第
お
園
町
民
体
育
祭
が
今
金
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
賑
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

制
早
く
か

句
町
内
ご
と
に
テ
ン
ト
が
川
町
ら
れ
、
各
チ
ム
円
陣
首
は
、
家

族
ぐ
る
み
の
出
場
で
熱
気
が
い

っ
ぱ

い
。
こ
と
し
は

M
チ

l
ム
二
千
人
を
超

え
る
大
選
手
団
が
か
ス
ポ
ー
ツ
で
み
ん
な
の
心
を
結
び
ま
し
ょ
う
H

を

テ

!

?
に
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
の
あ
と
小
学
生
学
年
別
徒
競
走
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
各
チ
ム
は
趣

向
を
喰
ら
し
た
日
航
自
に
熱
戦
を
展
開
。
各
選
手
町
力
走
や
診
プ
レ

l
に
拍

手
と
大
紋
声
が

一
日
中
グ
ラ
ン
ド
に
仰
い
て
い
ま
し
た
。

v ノ，.，.，

鼎烈応援(豊田チーム)

誰?写真をよに向けるの、なかなか進みません

派手な応援で大舎を盛り上げた八幡町チーム

玉入れII争、なかなか入りません

自チームの応援に熱が入ります。

よちよち践争、中には早い予もいま Lた

選手控所

• 

制定のおばあちゃんを先顕に

堂々の入場行進(南栄町チーム)

¥. 

選手宜曹八東チーム松永選手

股をねって?ホールインワン



道南地方最後の

一男の子も一生懸命の踊りを見せて〈れた
女の子も

ヲ孟

'て=ェー

装飾Lた山車が市街を練り歩〈• 

司
副
圃
圃
圃
園

南
ケ
丘
小
学
校
と
の
交
流
会

が
多
い
と
、
げ
き
な
ど
も
で
き
て
、

八
東
小
六
年
竹
ハ
合
泉

私
述
に
は
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る

六
月
二
十
七
日
は
、
南
ケ
丘
小
学

的

で

、
少
し
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま

校
と
の
交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。

し
た
。
そ
れ
に
、

い
つ
も
大
勢
町
人

パ
ス
で
学
校
ま
で
行
き
‘
全
校
の
の
前
で
発
表
し
て
い
る
の
で
、
な
ん

集
い
が
終
わ
り
、

各
学

年

で

分

か

れ

で

も

、
ど
う
ど
う
と
し
て

い
て
‘
き

て
行
動
す
る
こ
と
に
主
り
ま
し
た
。
ん
ち
ょ
う
な
ん
で
ぜ
ん
ぜ
ん
し
て

六
年
生
は
、
六
年
生
の
教
室
へ
行

い
な
い
よ
う
に
見
え
た
の
で
‘
彪
も
、

き、

お
た
が
い

の
町
や
学
校
の
説
明

き
ん
ち
ょ
う
し
な
い
で
発
表
で
き
た

を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、

遊

ん

ら

い

い

な

と

思

い

ま

し

た

。

だ
り
す
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
い
ろ
い
ろ
な
説
明
が
終
わ
り
、
お

た
。
だ
か
ら
、
少
し
が

っ
か

り

し

ま

く

れ

て

し

ま

っ
た
給
食
は
、
六
つ
め

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
半
べ
班
に
分
か
れ
‘
私
述
は
、

一
人
ず

っ

て
.
と
て
も
継
し
か

っ
た
で
す
。
そ
そ
の
雌
に
入
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

し
て
、
私
は
、
あ
ら
た
め
て
、
人
数
少
し
は
ず
か
し
い
止
う
な
気
も
し
た

⑥

i
i
1
j
i
i
l
l
-

調
理
を
通
し
て

心
を
触
れ
合
う

千
代
谷
綾
子
さ
ん
側

ヲ~吻雲i.o~a.， 

今
春
、
函
館
の
短
大
を
非
業
し
て

光
町
虫
学
闘
に
助
的
栄
養
士
を
し
て

い
ま
す
。「
当
初
は
、
ど
の
よ
、
7
に
園

生
に
接
し
て
よ
い
か
と
と
て
も
不

安
で
あ
リ
、
戸
惑
い
ま
し
た
。
し
か

し
私
的
不
安
は

一
気
に
消
え
去
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
凶
生
か
句
心
を
聞

い
て
き
て
〈
れ
た
か
ら
で
す
。
今
で

は
、
調
忠
実
習
に
入

っ
て

い
る
闘
生

を
中
心
に
仲
ょ
く
さ
せ
て
も

匂っ

て

い
ま
す
。

'uし
く
お
願
い
し
ま
す
日

千
代
作
さ
ん
は
、
州
川
郵
似

M
勤

務
的
茂
さ
ん
の

一
人
娘
で
す
。
国間味

は
、
古
川
山
市
鑑
引
と
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し

む
と
官
、
ヮ
現
代
的
な
他
脱
で
明
る
い

娘
さ
ん
で
す
。

狩場士輩、威害事由良い響きで祭りを盛り上げる

し
、
い
や
な
%
も
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
ど
』
府
に
入
リ
ま
し
た
。
五
班

に
は
、
市
ヶ
丘
小
学
校
の
六
年
生
が

七
人
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
.
私
よ

リ
も
背
が
日
い

人
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
、
初
め
は
、
少
し
こ
わ
〈
感
じ
た

け
れ
ど
も
、
み
ー
ん
な
や
さ
し
い
人

ば
か
り
で
し
た
。

府
は
、
机
、
イ
ス

が
八
つ
あ
り

机
は
く

っ
つ

い
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
立
子
は
、
は
じ

の
方
で
、
か
た
ま

っ
て
い
ま
し
た
が、

な

ぜ

か

私

一
人
が
立
チ
と
は
正
反

対
の
場
所
で
、
ま
わ
り
に
は
男
子
ば

か
り
だ

っ
た
何
で
、
ま
す
ま
す
は
ず

か
し
か

っ
た
で
す
.
そ

し

て

給

食

を
食
べ
て
い
る
時
は
、
ふ
と
し
た
こ

と
か
ら
、
私
は
、
か
』
り
か
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
説
明
の
時
と
は
ち

が
う
、
も

っ
と
縦
し
み
の
あ
る
言
識

を
つ
か

っ
て
、
六
年
生
に
か
ん
す
る

話
を
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。と

う
と
う
、
お
別
れ
し
て
し
ま

っ

た
時
は
、
と
て
も
、
か
な
し
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
私
は
、
川
り

の
パ
ス
の

中
で

何
度
も
、

そ
の

一
目
的
事
を

思
い
出
し
.
「
交
流
会
が
で
き
て
、
本

当
に
よ
か

っ
た
」
と
思

っ
て
い
ま
し

、
み
ん
怠
の
広
場
」

は

町

民

的
皆
き
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
.

金亙主主合鈴/。\~章三
は

太
人

的
物

物
見

ぴ
に

呼
さ

、
ド
lu

い
ま

捕
さ

努
す

が
白

書
皐
音

山
由

。

の
そ
た

台
、

L

3
げ
ま

に
広
い

り
り
て

通
繰
っ

前
を
酔

駅
戦
に

旧
合
骨

位
置祭• • 

7 
20年ぷりに檀活、少年奉納相構。

小学生男女81名が出場し、熱戦を展開

し
み
で
す
.

tc 
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一......ー〈八戸 利別俳句会 j

f-廷後りイドj

ゆき " 

砂花田 晋 理《ん
(昭和62年 3月 5日生ま れ)

南常町花田章 弘 さ んの長男

[季且カ、ら]

我2底的Jじ%な 一 人っ干です。 "じわれ

ても Mんのその、仁iは述者で返す言葉

は大入国il>け でも、お しつこと0 0
O だけは全然教えてくれないけどどう

してかな ?

とも S 

‘多田 智賞、
(昭和63年 l月6日生まれ)

南町 多国伸治さんの畳男

[率見から]

ぽ〈の肝きな宜べ物はスイカとト?

トです。掃除が大貯き でいつ もお干伝

いをしてます.はく ってえらいでLょ
ヲ 〆ノ

このまま、紫直に有ってほ Lいです.

〕自〔
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マ
国
保
税
第
四
刻
、
国
定
資
意
税
第

三
期
分
の
納
期
は
+
月
三
十
一
日
ま

τ
 

町
税
の
図
民
健
康
保
険
制
第
凶
則
、

固
定
資
産
税
第
三
則
的
納
期
は
、
十

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
納
脱
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。

町
税
は
、
町
が
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
社
重
な
財

源
で
す
。
み
な
さ
ん
円
生
活
を
支
え

る
町
税
に
つ
い
て
ご
型
解
を
い
た
だ

き
納
期
内
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
税
務
課
徴
収
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

八

税
務
課
徴
収
係
〉

V
国
民
年
金
の
繰
上
げ

情
求
は
慎
重
に

国
民
年
金
は
六
十
歳
に
な
る
ま
で

10月みんなの

保
険
料
を
納
め
、

六
十
五
蔵
か
ら
年

金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
希
望
に
よ
り
六
十
五
歳
前
に
減

側
聞
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
繰
り
上
げ
縞
求
の
制
度
で
す
。

減
断
制
さ
れ
る
削
合
は
、
年
金
制
求

時
内
年
齢
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ

の
制
合
は
生
涯
変
わ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
.

「
ど
ち
ら
が
有
利
か
」
の
判
断
は
、

そ
の
尺
度
を
何
に
求
め
る
か
に
よ
っ

て
呉
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

生
涯
受
給
制
二
生
町
聞
に
受
け
取

る
年
金
町
似
)
町
比
較
を
し
て
み
ま

す
と
、
受
給
年
数
が
長
け
れ
ば
長
い

紅
、
繰
り
上
げ
紡
求
は
不
利
と
立
っ

て
い
ま
す
。

誰
れ
に
も
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
老
後
を
よ
り
必
嬰
皮
肉
向
い
時
に

少
し
で
も
高
い
保
障
を
、
こ
れ
が
年

金
制
皮
肉
本
米
両
極
旨
で
あ
り
、
ま

た
賢
い
老
後
内
生
活
設
計
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。〈

町
民
稲
制
限
年
金
係
v

v
薬
は
正

L
〈
使
い
ま
し
ょ
う

今
年
も
叩
月
口
日

ωか
ら
叩
月
幻

日

ωま
で
誌
の
性
質
や
そ
の
使
用
、

取
扱
い
に
つ
い
て
正
し
く
認
識
し
て

い
た
だ
く
た
め

「諜
と
位
脱
向
山
一
間
」

が
実
地
さ
れ
ま
す
.

薬
は
病
気
的
治
療
や
予
防
な
ど
、• • 

私
達
の
健
康
を

保
つ
た
め
に
な

く
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
も
の

で
す
が
、
使
い

方
を
誤
る
と
害

す
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ

ん
。誕

の
も

っ
て

い
る
効
果
を
十

分
に
発
緋
さ
せ

る
た
め
に
は

使
用
時
州
、
使

用
品
‘
使
用
方

法
寺
を
よ
く
守

り
正
し
〈
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

る
.

]
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社会福祉協議会だより 1 . 9 .10 
採光町旦~í一 回 盟舟聞 社会前位協議会への多柏町

ご寄附ありカfと7ございま Lた. (敏柏、時)

〈栃木県〉 〈妹背牛町〉 〈今金町〉

舘 !I 哲 j白 轟 111 自 江 豆1 沢 商 全

舘 野 真 t古 〈八雲町〉 犬 』ま アサ 子

〈札幌市〉 且 111 留 古 尾 昨 哲 夫

高 怯 江 〈江豊町〉 金 沢 竹次郎

地 春 干 国 仙 吉 郎 伊 耳E フミエ

相 図 車 博 〈乙部町〉 阿知雄 順 悟

〈苫小牧市〉 !語 金四郎 連 E長 と め

高 12 寅 吉 山 崎 ト メ 松 氷 y ナ

〈小樽市〉 合 4匝 正 鶴 キ長 山 青 来

高 惜 孝 〈厚沢部町〉 水 本 ま

手 品 カ ヨ 佐 H長 松千代 曽我弁 f申 之

〈帯広市〉 〈大成町〉 世 下 謙 司

山 田 忠 高 備 歌 子 大 I? 啓太郎

(j竜川市〉 大 tf 融 巳 今金町商工会蝿ム都

桂 眠 直 光 〈棉石町〉 音 藤 キ サ

〈函館市〉 轟 竹 ス ヨ 花 井 珪 腔

長谷川l i車 〈瀬棚町〉 jjf 牒 BB 雄

〈長万部町〉 細 111 き害 拍 石 図 F唾 "も4 
高 I~ 盛 雄 平 山 明 英 祖111ふるさとまnつり
出 水 清 子 〈北桧山町〉 実 行 委 全

〈轟町〉 尾 tf 先 古 水 tf ヨ 〉〆

金 丸 和世子 戸口 野 目白 夫

楽
に
つ
い
て
疑
問
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
り
薬
剤
師
な
ど
の
噂
門
家
に
相

談
し
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

ハ
今
金
保
健
所
v

v高
年
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て

事
喋
主
の
ご
協
力
を

十
月
は

「
日
年
齢
者
用
用
促
進
月

間
」
で
す
。

同
年
齢
者
向
服
用
を
す
す
め
る
た

め
に
は
、
事
業
主
の
ご
邸
側
附
と
協
力

が
必
要
で
す
。

国
で
は
、
同
年
船
者
を
周
期
し
た

事
業
主
に
対
し
て
各
組
助
成
金
制
度

を
設
け
る
な
ど
、
雇
用
的
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
は
左
記

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

函
館
公
共
職
業
安
定
所

{
宮

0
1
3
8
3
2
6
3
0
7
3
5
)

V
子
供
を
誘
か
い
の

魔
の
手
世
ら
守
る
た
め
に

最
近
、

子
供
被
害
門
事
件

・
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈子
供
が
必
ず
守
る
こ
と
〉

て

一
人
で
遊
び
ま
せ
ん

二、

知

町
主
い
人
に
つ

い
て
行
き
ま

せ
ん

三
、
維
と
ど
こ
で
遊
よ
か
稲
し
ま
す

凶
、
辿
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら
、
大
き
な
声
で
助
け
を
求
め
ま

項 目 対象 者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考

2日開) 老人福祉センター

9日開) 町民センター

般 相 談 全 住 民 16日開) 10 : 00-15 :∞ 全地区 老人福祉センター 保健指導 ・健康相談
① 

23日開) 町民センター

30日(月) 町民センター

11日制
受付時間

市街地 町民センター12:50-13:00 
② ポリオ予防接種 生桂3-24ヶ月児 12日同

畳;付時間
下地区 国保病院受13付2時0-間13 : 30 

13日樹 12 : 50-13 : 00 上地区 種川生活館

③ 手L 児 相 談 生桂6・9ヶ月児 12日同
畳付時間l 全地区 町民センター 身体計測 田保健指導13: 00-13: 30 

④ 妊 婦 相 談 妊 婦 の 方 17日開
受付時間

全地区 町民センター
検尿 ー採血助産婦指導

12: 45-13: 15 歯科 ー保健指場

18日制 13∞~ 市街地幼児 町民セン 1-
満3歳以上で保

19日内 13: 00- 生ド地区幼小予児
神il.丘車各河盟中小各里国学rトー・校花学金原 e 

⑤ 
インフルエンザ 育所、幼稚園、

20日幽 13 : 00- 生t地主幼4学児 極英利川 石校
子防接種 学校等の園児、

生徒 24日ω13 : 00- 生今食中学校徒 今金中学校

25日制 13: 00- 今児::'1l:'J川4北R 今金小学校

⑥ 育 児 講座 生後 3ヶ月児 19日附 畳付時l!ll 全地区 町民センター 身体計測・保健指導9: 00-10: 00 

⑦ 乳 児 健 ~、 生後十 7.10
19日嗣 受付時間

H H 
問診・診察 保健指導

12ヶ月児 12 : 30-13 : 00 歯科・栄養指時

③ 股 脱 健 診
生桂2ヶ月と25

23日開) 13: 00-14: 00 H 今金保健所 股関節X線撮影日以上向幼児

⑨ 3歳 児健 診
3蔵 2・3. 4 

26日附 受付時間1
H 町民センタ

身体計illlJ輸犀・医師診察
ヶ月児 12 曲 -13∞ 栄養指導保随指導

⑬ 3種混合予防接種 生桂24-48ヶ月児 31日w受付時間
土地区 種川生活館12:50-13:00 • • 

す
五
、
友
達
が
辿
れ
て
い
か
れ
そ
う
に

な
っ
た
ら
、
大
人
的
人
に
直
ぐ
知

ら
せ
ま
す
.

〈
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が

注
む
す
る
こ
と
v

一
、
子
供
が
遊
び
に
行
く
時
は
、
必

ず
行
き
先
を
確
認
し
て
お
〈

二
、
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

=一
、
子
供
述
れ
の
あ
や
し
い
人
を
見

か
け
た
時
は

「
ひ
と
声
」
か
け
て

確
か
め
る

四
、
子
供
が
車
な
ど
で
述
れ
去
ら
れ

た
時
は
、
阜
の
ナ
ン
バ
ー
や
色
な

ど
を
党
之
、
す
ぐ
一
一

O
番

ハ北
桧
山
笹
察
署
〉

『国
民
年
金
施
行
三
十
周
年
』

十
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す

国
民
年
金
制
度
は
、
私
た
ち
が
年
を
と

っ
た
と
き
、
ま
た
、
思

わ
ぬ
け
が
や
病
気
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
年
金
を
受

け
て
生
活
円
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
及
び
内
容
、
制
度
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

探
的
、
さ
ら
に
年
金
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

的
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
多
数
の
参
加
と
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

『己
脅
"

一

年
金
制
度
説
明
会
の
開
俄

日
時
日
月
釘
日
山
間

日
時
初
分
か
ら
同
時
ま
で

場

所

町

民

セ

ン

タ

ー
二
階
会
議
室

二、

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

日
時
叩
月
2
日
か
ら
同
出
日
(
土
叫
・日
昭
祝
日
を
除
く
)

9
時
か
ら
同
時
ま
で

役
場
相
談
室

34; 

P)j-

〈町
民
福
祉
諜
年
金
係
v

流
雪
溝
事
業
計
画
の

住
民
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

日取雪
地
の
今
金
町
に
と

っ
て
、
雪
の
処
理
等
に
つ
い
て
は
、
毎

年
、
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、

こ
何
事
業
の
築
地
に
向
け
て
図
等
と
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
卒
業
計
画
案
が
ま
と
ま
り
、
次
の
日
程
に
よ
り
住
民

説
明
会
を
開
似
す
る
巡
び
に
な
り
ま
し
た
.
関
係
住
民
的
方
々
の

ご
理
解
と
武
重
な
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
事
業
推
進
の
参
考
と
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

記

一
、
説
明
会
開
俄
方
法
町
内
会
単
位
で
行
い
ま
す
。

二
、
周
知
方
法
各
町
内
会
長
さ
ん
を
通
し
、
回
覧
し
ま
す
。

三
、
開
催
予
定
日

十
月
末
か
ら
十

一
月
中

〈
組
訟
梨
建
設
係
v

1
 

1
 

1
 

〔



10月の休日当番医

金)院(今

今 金町国保病院(今

北桧山町国保病院(北桧山)

院(i頼棚)

金)

医回
H 

面l日

8日

10日

病

院(北桧山)

今金町国保病院(今

8 

病

令。g吋場時住 民の動態。gゆ令。gゅ

人 u 8，015人

Y} 3，890人

女 4，125人

世帯数 2，50S-¥!!佑

悶おたんじようおめでとう
れ い 信

松原伶奈、 8JJ 14日(点 ーん長 女 lit1栄町
み〈

斉藤未来、 8月16日(裕一3ん長女)諜 判
>企 L

富津怜嗣'な 8n 17日(英人さん長男 )~':j 美町
，みニ

下回屋公子¥8月18EI (訓男 5ん長-/;l.)金l瓜'，':-(iJij 
日み

三 津橋彩美、 8汁19日(敏仁三 2女)南 側J

八木まと官、¥8n 24 EI ( "112.さん長女 )11R 町
掬うや

佐々木19;也¥8)-1 26 日(禿夫 ~k 2 9~)明 町， み

久ヶt畢真未、 8)-130日(正幸五 2女)m栄町
吻;， 

佐i事I雄 飛、 9月 7日 (敏秀 三長引)副長町

。いつまでもお Lあわせに

% 加賀 谷康 弘コノ-(曙町)小倉多美子 5ん(北桧山町)

% m回 稔 ちベ間英町)白岩江利子 5ん(神丘中古)

図 お〈やみもう Lあげます

伊藤 沢弘 8月25日 51歳

出村政男三 9月 7日7J歳

日出 却 な 9月 8日 63鼠

平原ト メノ弘 9月 8日 79歳

WIlJ 八白 ~ '::<k 9月13日 81歳

力nii義 ノ、ソ な 9月20日 70定見

金)

不正

前月対比

(+ 7 ) 

(+ 5 ) 

(+ 2 ) 

(+ 1 ) 

岱 1210324

~12l0221 

2④5321 

8⑦3021 

8④5011 

g②n21 

王且末H 

崎楢

平

15日

22日

29日

九
月
五
目
、
今
中
、
全
校
写
生

会
。
作
品
は
、文
化
祭
に
出
品
さ
れ

$
6
十
ヲ
。• 

神 i王河内

栄町

八束初日l

」ニrII f'~ 

中 ~~.~ 1到

正月奨 l町

。

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

f
L

耐
②
0
1
1
1
番

(12) 

九
月
九
日
、
今
金
幼
稚
園
々
児

問
名
)
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
体
験

編
一集
一後
一記

V
こ
と
し
も
、
秋
祭
り
が
大
変
賑
わ

い
‘
あ
の
太
政
合
戦
の
音
が
、
い
ま

も
心
に
醐
甘
い
て
い
ま
す
。

-v
先
目
、

諸
朋
で
函
館
へ
行
く
途
中
、
森
町
の

ト

ン
ネ
ル
附
明
が
両
サ
イ
ド
に
設
置

さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
内
を
歩
く
人
や
自

転
車
で
通
る
人
が
は
っ
き
り
見
え
、

ま
た
、
自
動
車
自
身
も
大
変
走
行
し

や
す
く
感
じ
ま
し
た
。

V
附
明

的
取

り
付
け
位
置
を
答
え
た
だ
け
で
.
こ

ん
な
に
快
適
に
な
る
。

-v
行
政
で
も
、

ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
、
改
良
で
大
変

便
利
快
迎
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
は
と
考
、
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

-v
町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
い

っ
し
ょ
に
身
え
、
北
湿
な
提
言
を
お

願
い
し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


